
こ
の
十
の
要
求
を
す
べ
て
充
足
で
き
る
宗
教
は
、
完
全
な
宗
教
と

い
え
る
。
す
べ
て
の
世
界
宗
教
が
初
期
の
段
階
で
は
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
こ
の
宗
教
は
ま
ず
少
数
派

の
宗
教
と
し
て
社
会
に
投
じ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
そ

れ
自
ら
の
完
全
性
の

力
と
吸
引
力
で
周
囲
に
広
が

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
同
じ
地
域
に
あ
る
既
存

の
宗
教
は
、
放
置
し
て
お
い
て
も
、
徐
々
に
か
つ

静
か
に
衰
退
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
、
存
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
徹
底
的
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
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八

結
論

 

ア
ジ
ア
共
同
体
の
概
念
は
、
実
行
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
実
現
さ
れ
得
る
で
あ

ろ
う
。
異
な
っ

た
人
種
、
言
語
、
宗
教
、
お
よ
び
文
化
の
人
々
が
、
も
し
も
同
等
の
地
位
、
権
利
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
進
歩

の
た
め
の
よ
り

よ
き
機
会
を
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

一
つ
の
共
同
体

の
中
で
調
和
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
可
能
な
こ
と
な
の
で

あ
る
。

異
な

っ
た
宗
教
を
統

一
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
何
よ
り
も
は
る
か
に
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
し

て
、
よ
り
長
い
時
間

と
よ
り
大
き
な
努
力
が
必
要
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
は
挑
戦
的

で
あ
り
、
試
み
る
価
値
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

「

」

 

セ

ッ
シ

ョ
ン

皿

 

儒
教

の
経
典
か
ら
見
た

 

ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
と
宗
教
統



張

基

橦
　
(C
h
a
n
g
　K
i　
K
u
n
)

一
九

二
二
年
生

ま

れ
。

ソ
ウ

ル
大
学

校
卒

業
。

文
学

博
士

号
取

得
。

ソ
ウ

ル
大

学
校

教
授

、
自

由
中

国
国

立
政
治

大

学
教
授

、

成
均
館

儒

教
学
術

研

究
員
を

経

て
、

現
在

、
誠
心

女

子
大
学

教

授
。

専
攻

、
中

国
文

学
。
主

な
著

書

『論

語

・
孟

子

・
孝
子

・

老

子
』

『陶
淵

明

・
李

白
』

他

。

「

」

 

序
言

 

セ ッション皿 儒教部門

形
而
下
の
存
在
万
物
は
外
形
的
に
は
、
み
な
殊
異
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
が
無
形
の
天

(神
)
に
よ

っ
て
創
造
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
形
而
上
の
天
道

・
天
理
に
よ

っ
て
生
成
変
化
す
る
点
で
は
同

一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
外
形
的

・
個
別
的
に
は
小

異
で
あ
る
が
、
本
質
的

・
全
体
的
に
は
大
同
で
あ
る
。

形
而
下
の
社
会
科
学
に
よ
る
共
同
体
構
想
は
過
程
に
す
ぎ
な
い
。
終
局
は
形
而
上
の
宗
教
的
立
場
で
成
就
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
宗
教
は
時
間
と
空
間
を
超
越
し
た

(あ
る
い
は
、
包
括

・
統
合
し
た
)
絶
対
を
悟
ら
せ
、
あ
わ
せ
て
絶
対
善
を
実
践
さ
せ

る
教
え
で
あ
る
。
現
実
的
政
治
の
立
場
で
は
小
異

・
小
我
を
超
え
ら
れ
な

い
。
宗
教
的
教
育
に
よ

っ
て
、
す
べ
て
の
人
々
は
大

同

・
大
我
の
境
地
に
到
達
で
き
る
。
万
物
の
霊
長
で
あ
る
人
間
は
そ
の
よ
う
な
本
善
性
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
し
て
い
る
。

一
方
、
無
神
論
は
人
類
の
歴
史
は
人
々
の
力
の
み
で
綴
ら
れ
る
と
錯
覚
し
て
い
る
が
、
実
は
、
神

(天

・
天
理
)
が
ウ
ラ
で

摂
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
天
運
に
の
り
、
善
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
神

(天
)
に
帰

一
す
る
宗
教
的
立
場
に

立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
論
文
は
、
三
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
部
で
は
、
利
己
的
国
家
絶
対
主
義
に
陥

っ
て
い
る
世
界
人
類

の
危
機

・
病
弊
を
克

服

・
救
済
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
ア
ジ
ア
共
同
体
と
世
界
大
同
を
構
想
す
る
大
前
提
と
し
て
、
宗
教
的
教
育
に
よ
る
人
間

・
人
格

再
建
と
教
育
革
命
を
主
張
し
た
。
二
部
で
は
、
中
国
古
代
で
の
天
と
天
道
に
よ
る
王
道
徳
治
お
よ
び
祭
政

一
致
と
、
後
代
に
お

け
る
天

・
天
道
の
理

(い
°゚q
°し。)
化
を
述
べ
た
。
三
部
で
は
、
人
類
の
成
長
発
展
に
と
も
な

っ
て
神
の
対
応
が
変
わ

っ
て
き
た
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歴
史
的
事
実
を
述

べ
、
「大
同
世
界
」
に
は
す
べ
て
の
宗
教

・
教
派
を
統

一
し
た
最
高
神

・
共
通
善
の
頂
点
が
必
須
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
た
。

↓
つ
の
神
の
下
で
こ
そ

一
つ
の
世
界
が
実
現
で
き
る
。
宗
教
統

一
な
く
し
て
は
、
ア
ジ

ア
共
同
体
も
、
そ
の

拡
大
し
た
世
界
大
同
も
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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二

共
同
体
構
想
の
前
提
と
現
実
問
題

 

(1
)
共
同
体
構
想

の
大
前
提

 

コ

つ
の
人
類
世
界
」
は
す

べ
て
の
知
性
が
長
い
間
望
ん
で
き
た
理
想
的
目
標
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
間
の
人
類
歴
史
は
、

多
く
の
障
害
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漸
次
に
人
類
大
同
の
方
向
に
発
展
し
て
き
た
。

あ
る
者
は
、
人
類
歴
史
は
善
悪
の
相
転
勝
敗
と
悲
観
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
間
違

っ
て
い
る
。
も
し
、
神

(天
)
が
ウ
ラ

で
善
を
保
護
し
て
く
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
と
う
の
昔
に
、
善
は
滅
亡
し
、
ま
た
悪
も
は
び
こ
る
こ
と
な
く
、
独
り
に
な

っ
た
は

ず
で
あ
る
。
自
分
以
外

の
す
べ
て
に
敵
対
し
、
手
段
か
ま
わ
ず
、
必
ず
相
手
を
滅
亡
さ
せ
る
の
が
悪
の
生
理
で
あ
る
。
悪
徳
暴

君
も
必
ず
死
に
、
弱
く
て
闘
う
力
の
な
い
善
人
が
続
々
こ
の
世
に
生
ま
れ
増
加
し
て
い
く
歴
史
的
事
実
こ
そ
、
神
の
摂
理
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

人
類
の
歴
史
は
天

(神
)
と
天
道
に
よ
っ
て
限
り
な
く
善
化
発
展
す
る
と
い
う
楽
観
が
な
け
れ
ば
、
ア
ジ
ア
共
同
体
や
世
界

大
同
は
構
想
も
で
き
な
い
。
神

へ
の
帰
依
か
ら
楽
観
が
う
ま
れ
る
。

「

」

 

小
異

・
小
我
を
克
服
し
て
大
同

・
大
我
に
帰

一
し
て
共
同
体
構
想
が
で
き
る
。
孔
子
は

「克
己
復
礼
」
と

い
っ
た
。
す
な
わ

ち

「自
己
を
克
服
し
て
天
理
に
復
帰
す
れ
ば
天
下
が
仁
に
帰
す
る
」
。
呂
氏
春
秋
に
は
、
「
天
地
万
物
、

一
人
之
身
也
、
此
之
謂

大
同
」
と
い
い
、
康
有
為
は
大
同
書
で
、
「世
界
大
同
」

の
た
め
に
は
国
家
を
超
え
て
世
界
公
民
に
な
る

べ
き
だ
と
主
張
し
、

課
嗣
同
は
仁
学
に
お
い
て
、
「地
球
之
治
世
、
以
有
天
下
而
無
国
也
」
と
い
っ
て
、
国
家
を
超
え
た
地
球
村
世
界
を
描
い
た
。

し
か
し
、
今
の
世
界
人
類
は
危
機
の
中
に
陥
ち
て
い
る
。
外
形
的

・
物
質

・
科
学

・
武
力
の
み
を
追
究
し
、
人
間
疎
外
と
精

神
喪
失
の
病
弊
に
陥
ち
て
い
る
。
ま
さ
に
中
国
の
古
典
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

「人
化
物
者
、
滅
天
理
而
窮
人
欲
者
也
」

(礼
記
)

「徳
者
本
也
、
財
者
末
也
、
外
本
内
末
、
争
民
施
奪
」
(大
学
)

「
飽
食
媛
衣
、
逸
居
而
無
教
、
近
於
禽
獣
」

(孟
子
)

(2
)
現
実
的
問

題
点

 

=

つ
の
共
同
体
」
は
、
武
力
征
服
や
覇
道
統
合
で
な

い
王
道
徳
治
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
先
に
極
東

の
三
国
、

韓
国

・
日
本

・
中
国
に
お
け
る
現
実
的
問
題
点
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

セッションm儒 教部門

①

民
族

の
相
異
性

民
族
の
形
成
は
、

一
次
的
に
は
風
土
、
環
境
、
血
統
を
も
と
に
し
、
そ
の
上
に
、
二
次
的
な
生
活
様
式
と
し
て
の
言
語
、

風
俗
、
文
化
、
宗
教
が
複
合
し
、
そ
れ
ら
が
歴
史
的
に
凝
集
し
て
な
さ
れ
る
。
従

っ
て
民
族
の
相
異
性
は
、

一
時
的
、
制
度
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的
、
強
圧
的
に
は
す
ぐ
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
世
界
の
す
べ
て
の
民
族
は
、
家
族
↓
氏
族
↓
種
族
を
経
て
、

漸
次
に
拡
大

.
発
展
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
民
族
国
家
も
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。
現
に

「
多
数
民
族

一
国
家
」

が
中
国
、
米
国
、
ソ
連
で
あ
る
。
「
一
民
族

一
国
家
」

の
枠
は
、
も
う
既
に
科
学
、
技
術
、
経
済
、
文
化
の
面
で
は
ほ
と
ん

ど
無
に
近
い
。
た
だ
偏
狭

・
利
己
的
政
治
家
が
権
力
支
配
の
枠
と
し
て
固
執
し
が
ち
で
あ
る
。
大
我

・
大
人
的
政
治
で
各
民

族
の
独
創
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
大
同
世
界
の
実
現
を
期
す
べ
き

で
あ
る
。
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②

国
家
体
制
、
政
治
経
済
の
相
異
性

韓

国

中

国

日

本

大
韓
民
国

一

北

韓

大

陸

台

湾

民
族
・

言

語生活・伝統

半
万
年
歴
史
の
間
に成された単一民族、化・伝統分断

分
断拡

大益々異質
化分裂化

漢
族
中
心
の
文化

拡大。但し多数の少数民族包有社会

漢族

中
心
の
伝
統
文化社会

長
久
な
歴

史
に
よ
っ

て

単一民族・文化伝統形成

国
家
・

政
治理念・体制

自
由

開放

、

民主

化、軍事文化清算、但し理念的混乱

極
端
共
産
主
義
閉
鎖政策

修正

共
産
体制部分的自由

開
放理念的混乱潜在

三
民
主
義中華伝統文化政策

民
主・

開
放
政
策、

保
守

革新の調和、但し保守的安定体制、理念的混乱

科
学
・

技
術産業・経済

後
進
↓
中
進
↓
先
進に指向

軍事

武
器
の
外
は
落後

軍
事
強
大
国、

但
し平和産業経済は後進↓中進指向

中
進
↓
先
進

高
度
発
達、

富
裕、

世
界経済を支配

教
育
・

文
化芸術

漸次

、

外
来
文
化
・伝統文化調化、自由、独創的発展

唯
一

思
想
下
で
苛
酷な統制

過
渡
期
的
自
由民主化実用主

義

自
由
・

民
主但、一部の

思想

的統制

殆
ん
ど

完全

な
自

由
・

民主、外来・伝統の調和独創的発展

宗
教
・

哲
学思想

仏
・

基
・

儒
・

其
他宗教興盛、但し分派・混乱甚大

宗
教
無
宗
教
的
哲学・思想無

原

則
的
・

全

般的

には無宗教、但し一部開放

仏
教
・

土

俗
信仰

盛行、外来・基督教不盛

神
道
・

仏
教

普遍

、

但
し基督教的信仰は低調

セッション皿 儒教部門

右
記
の
表
か
ら
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

④

韓
国
と
中
国
が
分
断
国
と
し
て
理
念

・
体
制
対
立
。

⑤

両
極
化
対
立
も
、
実
用
実
利
と
指
導
者
に
よ

っ
て
修
正

・
解
消
可
能
。
孔
子
日
、
人
能
弘
道
、
非
道
弘
人
。

◎

南
韓
、
台
湾

の
反
共
政
策
が
軍
事
的
独
裁
誘
発
。
今
は
自
由
化

・
民
主
化
の
下
で
無
中
心
的
混
乱
惹
起
。

④

北
韓
の
主
体
思
想
に
よ
る
革
命
戦
略
拡
大
は
平
和
を
威
脅
す
る
。

⑥

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
重
要
性
。
指
導
的
立
場
に
た
ち
、
決
し
て
支
配
的
軍
事
大
国
に
な
る
な
。

(3
)
利
己
的
国
家
絶
対
主
義
と
克
服
の
方
向

 

今
や
世
界
は
国
家
単
位
の
分
立

・
競
争
、
ひ
い
て
は
対
立

・
闘
争
の
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
E
E
C
や
ア
ジ
ア
共
同
体

を
経
て

コ

つ
の
世
界
」
が
望
ま
し
い
。
科
学

・
経
済
は
国
境
を
超
え
て
発
達
し
て
い
る
の
に
、
政
治
理
念

や
人
間

・
人
類

の

思
想
は
い
ま
だ
に
閉
鎖
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
国
は

「利
己
的
国
家
絶
対
主
義
」
に
陥
っ
て

い
る
。
政
治
体
制
と

し
て
の
国
家
が
絶
対
で
あ
る
。
そ
の
前
に
は
、
人
間
、
個
人
、
国
民
の
尊
厳
等
が
軽
視
さ
れ
、
す
べ
て
が
国
家

へ
の
隷
属
を
よ

ぎ
な
く
強
要
さ
れ
る
。
国
家
の
前
に
は
、
神
も
、
天
道

・
天
理
も
な
い
。
宗
教
は
政
治
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

し
か
も
弱
肉
強
食

的
国
際
競
争
で
の
敗
北
は
、
国
家

・
民
族
の
滅
亡
に
直
結
す
る
今
日
、
す
べ
て
の
国
家
は
富
国
強
兵
に
熱

中
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
こ
に
お

い
て
、
国
家
を
中
心
に
し
た
、
科
学
↑
↓
経
済

↑

・
武
力
の
相
互
的
悪
循
環
が
起
こ
る
。

ま
た
国
民
に
対
す
る
教
育

・
文
化
政
策
も
、
ひ
た
す
ら
科
学
、
経
済
、
国
力
増
強
に
集
中
さ
れ
、
対
外
競
争
意
識
と
閉
鎖
的

国
粋
主
義
を
培
養
し
よ
う
と
す
る
。も
ち
ろ
ん
親
善
外
交
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
参
加
も

一
つ
に
な
る
よ
い
過
渡
的
段
階
に
は
な
る
。
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し
か
し
利
己
的
国
家
絶
対
主
義
を
超
越
し

「高
次
元
の

一
つ
の
頂
点
」
「
最
高
の
共
通
善
」
「絶
対
価
値
」
の
権
化
と
し
て
の
「神
」

を
中
心
に
し
な
い
共
同
体
構
想
は
、
政
治

・
外
交
の
カ
ラ
ク
リ
に
す
ぎ
な

い
。
コ

つ
の
世
界
」
「
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
」
は
、

宗
教
統

一
、
「
一
つ
の
神
」
を
前
提
に
し
な
く
て
は
望
め
な
い
。

(4

)

人

間

再

建

と

教

育

革

命

人
間
は
万
物
の
霊
長
で
あ
る
。
神

・
天
道
を
悟
り
、
私
利
私
欲
を
克
服
し
、
公
利
公
栄
の
道
を
実
行
す

る
よ
う
な
本
然
性
を

備
え
て
い
る
。
教
育
が
悪
か

っ
た
の
で
、
人
間
は
堕
落
性
を
清
算
で
き
ず
に
、
ま
す
ま
す
極
悪
無
道
に
陥
り
、
は
て
は
今
日
の

人
類
危
機
を
惹
起
し
た
。
今
で
も
遅
く
な
い
。
正
道
の
教
育
で
人
間

・
人
格
を
再
建

・
再
完
成
さ
せ
、
理
想
世
界
を
創
建
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
を
天
道
に
合
う
よ
う
に
革
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
天
人
合

一
」
の
教
育
の

一
例
を
中
国

の
伝
統
思
想
か
ら
引
用
す
る
。

①

「
大
学
」

の
教
育
で
、
②
大
人
を
培
養
し
、
③
大
同
の
平
天
下
を
実
現
す
る
。

「大
学
」
は

「大
人
の
学
」
で
あ
る
。
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た

「明
徳
を
明
ら
か
に
し
」
「民
を
親
愛
し
新

し
く
し
て
」
、
「自
他

と
も
に
至
善

の
境
地
に
行

っ
て
止
ま
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

「修
己
治
人
」
「天
人
合

=

の
学
で
あ
る
。
小
我

・
小
利

を
超
え
て
、
大
我

・
大
道
に
生
き
る
人
を
培
養
す
る
学
で
あ
る
。
孔
子
は
言
っ
た
。
「克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
」。
利
己
的
国
家

主
義
を
超
え
て
、
「
天
道
之
行
也
、
天
下
為
公
」

(礼
記

・
礼
運
篇
)

の
世
界
大
同
の
大
道
を
実
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
ま
ず

「大
人
」
を
培
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「大
人
者
、
正
己
而
物
正
者
也
」

(孟

・
尽
心
上
)
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「

」

 

な
お

「大
人
者
、
以
天
地
万
物
為

一
体
者
也
。
其
観
天
下
猶

一
家
、
中
国
猶

一
人
焉
。」

(王
陽
明

・
大
学
問
)

「大
学
の
三
綱
八
条
」

・

「大
人
」
に
関
す
る
参
考
図
表
を
次
に
附
す
る
。

セ ッション皿 儒教部門

「

止
於
云土善

 

「 一一一一一 天 人 合 一

(主

一
無
敵
)

(繹
善
間
執
)

親

民
…

(生
物
開
通
)

(新
民
)

明

明

徳

:

『 (成
徳
立
禮
)

(存
心
養
性
)

(慎
独
存
誠
)

(即
物
窮
理
)

霞
ヨ

「一 一]「 一一]

格 致 誠 正 修

物 知 意 心 身
一

 1イ 、蓼

之貫以己

・
内L
聖(克 己 復 礼)王
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三

中

国

古

代

の
天

と

古

来

の
HH
H　
(L
o
g
o
s
)

化
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(1
)
古
代

の
上
帝
信
仰
と
祭
政

一
致

 

中
国
で
も
古
代
で
は
、
至
エロ同
無
上
の
唯

一
神
を
崇
拝
し
た
。
周
林
根
は
中
国
古
代
禮
教
史
で
次
の
よ

う

に
述
べ
た
。

①

人
之
生
命
為
上
帝
所
賦
予
、
寿
妖
長
短
、
天
実
司
之
。

②

上
帝
為
人
立

一
道
徳
軌
則
、
使
人
遵
守
、
有
如
旧
約
之
十
誠
或
律
法
。

③

上
帝
不
僅
定
出
道
徳
規
範
、
且
令
人
遵
循
。
…
且
常
監
察
人
類
、
看
其
是
否
守
此
規
範
。

…
由
此
可
知
中
国
古
代
信
上
帝
為
又
真
又
活
之
人
格
神
也
。

④

王
乃
天
之
元
子
、
代
天
主
民
、
亦
稲
牧
民
之
主
。

⑤

人
順
脆
天
命
、
則
無
災
害
、
而
天
錦
之
福
。

⑥

古
者
政
教
不
分
、
天
子
主
祭
祭
天
、
是
天
子
有
如
祭
司
。

⑦

古
人
因
信
上
帝
、
故
嘗
禧
告
。

⑧

古
代
人
亦
相
信
人
死
則
帰
命
於
天
、
賢
哲
之
士
、
且
可
在
帝
左
右
。
故
謂
人
死
日
、
帰
天
。

(
2

)

詩

経

・
書

経

に

あ

ら

わ

れ

た

天

帝

と

王

道

徳

治

「

4

 

古
代
の
上
帝
は
基
督
教
の
神
の
よ
う
に
意
志
を
持

っ
て
い
た

(項
目
別
に
詩
経

・
書
経
か
ら
若
干
を
示
す
)
。

 

①

天
は
人
間
、
万
物
お
よ
び
法
則
の
創
造
主
で
あ
る
。

「
天
生
丞
川民
、
有
物
有
則
。
民
之
乗
弊
、
好
是
談
徳
。」
(詩

・
大
雅

・
蒸
民
)

「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
」

(中
庸
)

本
性
は
善
、
常
道
を
行
う
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
気
品
に
よ
っ
て
調
節
し
て
履
道
さ
れ
る
の
が
教
育

で
あ
る
。

致
で
あ
り
、
天
道
を
悟
り
実
行
す
る
の
が
人
間
の
責
任
で
あ
る
。

「順
天
者
存
、
逆
天
者
亡
。」

(孟
子
)

「天
生
丞
川民
、
其
命
匪
謳
」

(詩

・
大
雅

・
蕩
二
)

学
は
覚
と

 

セッション皿 儒教部門

②

天
帝
は
民
を
愛
す
る
。

「皇
　
上
帝
、
臨
下
有
赫
、
監
観
四
方
、
求
民
之
莫
。」

「
天
亦
哀
干
四
方
民
、
其
春
命
用
愁
。」

(書

・
召
詰
)

(詩

・
大

雅

・
皇

ム矢
)

 

旧
約
の
エ
ホ
バ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
族
だ
け
を
選
民
と
し
て
愛
し
た
が
、
中
国
の
天
帝
は
万
民
を
博
愛
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

で
は
メ
シ
ヤ
を
降
生
さ
せ
て
救
済
す
る
。
中
国
で
は
有
徳
者
に
天
命
が
降
り
、
天
子
と
し
て
万
民
を
養
育
さ
せ
る
。
天
子
は
常

に
祭
天
し
て
天
意
を
受
け
、
天
道
を
実
践
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
。
失
徳
す
れ
ば
革
命
さ
れ
る
。
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「維
此
文
王
、
小
心
翼
翼
、
昭
事
上
帝
、

懐
多
福
、
蕨
徳
不
回
、
以
受
方
囲
、」

(詩

・
大
雅

・
大
明
)

「
天
道
福
善
禍
淫
、
降
災
子
夏
、
以
彰
厭
罪
、
犀
台
小
子
、
將
天
命
明
威
、
不
敢
赦
、
敢
用
玄
牡
、
敢

昭
告
子
上
天
神

后
、

請
罪
有
夏
。」

(書

・
湯
詰
)

「克
明
徳
愼
罰
、
不
敢
悔
鰹
寡
。
庸
庸
抵
抵
、
威
威
顕
民
…
聞
於
上
帝
、
天
乃
大
命
文
王
。」
(書

・
康
詰
)

「
天
子
杞
上
帝
、
諸
候
曾
之
受
命
焉
。」
(国
語

・
魯
語
)

「
天
視
自
我
民
、
天
聴
自
我
民
聴
。」

(書

・
泰
誓
中
)

で
あ
る
か
ら
、
為
政
者
は

「天
が
甚
愛
す
る
民
」
を
慈
愛

・
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と

『天
降
喪
乱
』
(詩

・

大
雅

.
桑
柔
)
す
る
。
王
道
徳
治
と
は
、
無
形
の
天
道

・
天
理
を
人
間
が
悟
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て
地
上
世
界
で
立
派
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
然
科
学
に
お
い
て
、
目
に
見
え
な
い
自
然
法
則
を
科
学
者
が
発
見
し
活
用
し
て
、
地
上
に
て
科
学

的
成
果
を
上
げ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
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こ
れ
を
天
道
ー
人
行
ー
地
徳
と

い
う
。
王
の
字
は
天

・
地

・

人
を
上
か
ら
下
に

一
貫
す
る
の
意
で
あ
る
。
自
然
法
則
も
天
理

の

一
部
で
あ
り
、
人
間
が
天
理
を
悟
り
行
動
的
に
実
践
し
て
地

上
に
理
想
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
目
的
と
す
る
宗
教
も
広
い
意
味

の
科
学
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
中
国
で
は
天
に
対
す
る
信
仰
を
理
性
化
し
て
き
た
。

天

道

 

人

行

自
然
法
則

 

地

徳

科
学
者
の
努
力

 

結
実
成
果

 

(
3
)

天

と

天
道

の
理

(L
o
g
o
s
)

化

 

中
国
古
代
の
唯

一
信
仰
は
、
個
人
的
次
元
か
ら
国
家
集
団
的
次
元
を
経
て
、
天
下
世
界
の
正
治
思
想
に
発
展
し
た
。
す
な
わ

ち
、
信
仰
の
幅
が
拡
大
し
た
と
同
時
に
、
宗
教
の
機
能
や
価
値
が
国
家
、
世
界
の
政

(正
)
治
に
上
昇
し
た

(今
日
で
も
、
個

人
祈
福
的
な
低
級
信
仰
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
望
ま
し
く
な
い
)
。
周
代
に
至

っ
て
、
禮
、
禮
教
、
禮
治

の
観
念
が
発
展
し
た
。

禮
記
表
記
篇
に
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

「
股
人
尊
神
、
率
民
以
事
神
、
先
鬼
而
後
禮
。
周
人
尊
禮
尚
施
、
事
鬼
敬
神
而
遠
之
。」

孔
子
も

「
務
民
之
義
、
敬
鬼
神
而
遠
之
、
可
謂
知
　
。」
(論
語

・
雍
也
)
と
言

っ
た
。
「至
聖
先
師
」
た
る
孔
子
は

「
不
語
怪

・

力

・
乱

・
神
」
で
、
人
本
、
現
実
、
合
理
、
歴
史
、
文
化
主
義
的
政

(正
)
治
哲
学
を
実
践
的
に
教
え
た
。
そ
の
後
、
漢

・
唐

代
で
も
儒
家
の
禮
教
と
王
道
徳
治
が
尊
崇
さ
れ
た
。
宋
代
に
は
近
世
儒
学
と
し
て
の
性
理
学
が
程

・
朱
に
よ

っ
て
集
大
成
さ
れ
、

「
天
即
理
」
と
し
て
理
性
化
し
た
。
次
に
①
天

・
天
道
、
②
禮
と
禮
治
、
③
太
極
と
理
の
三
項
に
分
け
て
、
中
国
に
お
け
る
神

(天
)

の
理
化
を
述
べ
る
。

セッション皿 儒教部門

①

天

・
天
道

(
一
大
之
道
)

孔
子
も
天
に
祈
禧
し
、
天
に
対
す
る
内
心
的
信
仰
が
あ

つ
か

っ
た
。
し
か
し
彼
は
理
性
と
主
知
主
義
的
立
場
で
教
育
し
た
。

す
な
わ
ち
、
迷
信

・
盲
信

・
狂
信
の
立
場
で
天
を
信
じ
天
道
を
実
践
す
る
こ
と
を
抑
え
、
理
智
的
に
天
を
認
識
し
、
実
践
的
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に
天
道
の
具
現
を
主
張
し
た
。
孔
子
は
言

っ
た
。

「
天
何
言
哉
、
四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
、
天
何
言
哉
。」
(論
語
)

天
は
時
間
と
空
間
の
総
合
実
体
で
あ
る
。
無
形
、
無
言
で
あ
る
が
、
時
間
的
運
行
と
と
も
に
空
間
的
に
万
物
を
生
生
不
已

(限
り
な
く
創
造

・
発
展
)
さ
せ
て
い
る
。
天
は
創
造
主

で
あ
る
と
同
時
に
永
遠
、
無
限
な
創
造

・
発
展

の
摂
理
の
主
宰
者

で
あ
る
。
機
能
、
作
用
を
通
し
て
の
天
に
対
す
る
認
識
、
そ
れ
は
理
性
的
、
学
問
的
、
科
学
的
認
識
で
あ

る
。

時
の
流
れ
と
と
も
に
、
永
遠
に
限
り
な
く
万
物
を
生

・
成

・
化

・
成

(創
造

・
発
展
)
さ
せ
る
天
の
原
理
法
則
が
天
道
で

あ
る
。
「天
」
の
字
は

「
一
・
大
」
の
合
字
で
あ
る
。
従

っ
て
、
天
道
は

=

大
之
道
理
」
で
あ
る
。
=

」
は
空
間
的
に
は

個
体
、
時
間
的
に
は
瞬
間
で
あ
り
、
「大
」
は
空
間
的
に
は
全
体
、
時
間
的
に
は
永
遠
で
あ
る
。

従

っ
て

「
一
と
大
」
を
総
合
し
た
天
は
、
「個
体
と
全
体
」
「瞬
間
と
永
遠
」
を
統
合
し
、
併
せ
て

「
時
間
と
空
間
」
を
も

統
合
し
て

「生
生
不
已
」
さ
せ
る
無
形
の
実
体
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
道
理
が
天
道
で
あ
る
。
人
間
も
天

の
所
生
で
あ
り
、

天
道
に
従

っ
て
生

・
育

・
化

・
成
す
る
。
天
を
悟
り
、
天
道
を
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
法
則
を

了
解
し
、
法
則
に

従

っ
て
科
学
的
成
果
を
上
げ
る
こ
と
と

一
致
す
る
。
無
形
の
自
然
法
則
を
悟
り
活
用
し
て
、
創
造
的
発
展
を
成
就
す
る
こ
と

が
迷
信
で
な
い
よ
う
に
、
天
を
悟
り
、
天
道
を
実
践
し
て
、
地
徳
を
た
て
る
宗
教
的
境
地
も
迷
信
で
は
な

い
。

天
は
嶺
で
あ
り
至
高
無
上
で
も
あ
る
。
ま
た
す
べ
て
を
統
合
し
た

「
一
」
つ
で
も
あ
る
。
従
っ
て
天
は

「太

一

(も

っ
と

も
大
き

い

一
つ
)
」
で
も
あ
る
。
説
文
解
字
で
は

=

」
を
次
の
よ
う
に
解

い
た
。

「惟
始
太
初
、
道
立
於

]
、
造
方
天
地
、
化
成
万
物
」
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「

」

 

天
地
万
物
の
生
成
発
展
の
根
源
と
摂
理
の
主
宰
者

で
あ
る

「天
」
は

「
至
高
無
上
の

一
」
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は

=

つ
な
る
神
」
と
よ
ん
で
い
る
。
(こ
の
項
の
詳
細
は
拙
著
論
文
『儒

教
の
原
理
と
本
義
』
参
照
)

天

大

空

間

 

個

体

 

全

体

時

間

 

瞬

間

 

永

遠

 

天
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②

禮

と

禮

治

禮

の
字

は

本

来

、

「
祭

器

(
U
)

に
、

貴

重

な

祭

物

(狂

)

を

供

え

、

台

(
τ
)

に

の

せ

て

、

天

に

祭

祀

し

て
、

示

(示
)

を

承

け

、

そ

の
天

理
を

履

行

し

て
福

を

致

す

」

と

い
う

意

味

を

総

合

し

た

も

の
で

あ

る

。

禮

(巳

‖

理

(三

11
履

(三

で
あ

る
。

説

文

解

字

に

は
次

の

よ
う

に
云

っ
て

い
る

。

「
禮

、

履

也

。

所

以
事

神

致

福

也

。

従

示

従

豊

」

「
示

」

は

啓

示

で
あ

る
。

天
が

日

・
月

・
星

の
天
文

を

垂

ら

し

て

、
吉

凶
を

示
す

意

味

で
あ

る
。

「
示

、

天
喜

象

、

見
吉

凶

、

所

以

示

人

也

。

従

二

(故

上

)
、

三

、
垂

明
星

也

。
」

(説

文

解

字

)

天
か
ら
啓
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禮
を

「礼
」
と
も
書
く
。
人
が
脆
い
て
天
か
ら
啓
示
を
受
け

る
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
禮
は
天
理
で
あ
り
、
天
理
は

天
道
で
あ
る
。
天
道
は
天
地
万
物
が
永
遠

・
無
窮
に
創
造

・
発

展
す
る
た
め
の
道
理
で
あ
る
。
天
理

・
天
道
を
認
識

・
実
行
し

て
、
宇
宙
、
天
地
、
万
物
と

一
体
に
な
り
、
と
も
に
創
造

・
発

展
す

る
世
界
大
同
を
実
現
す
る
主
体
者
が
人
間

・
人
類
で
あ

る
。
禮
の
内
容
は
天
理
で
あ
り
、
禮

の
外
形
は
天
理
に
従

っ
て

創
造

.
発
展
す
る
文
化
様
式
で
あ
る
。
目
に
見
え
な

い
天
理
を

有
形
的
に
華
咲
か
せ
る
の
が
、
人
類
文
化
で
あ
り
地
徳
で
あ
り

禮
治
で
あ
る
。

内

容

 

禮

 

外

　
　な
　　
　
　
ま

て

　
　

/＼
卵
一驕
†

回

 

履

(有
形
的
実
践

)
・
地
徳

形

・…
:
:
創
造

・
発
展

の
文

化
様
式
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「夫
禮
、
先
王
以
承
天
之
道
、
以
治
人
之
情
。
故
失
之
昔
殆
、
得
之
者
生
・」
(禮
記
禮
運
篇
)

「夫
禮
者
、
経
天
地
、
理
人
倫
、
本
其
所
起
、
在
天
地
未
分
之
前
。
故
禮
運
云

夫
禮
、
必
本
於
太

一
、
日疋
天
地
未
分
之
前
已
有
禮
也
。
禮
昔
、
理
也
。
其
用
以
治
、

則
與
天
地
倶
興
。」

(礼
、
正
義
、
序
)

禮
の
根
本
は

「杢

.
天
」
で
あ
る
。
禮
治
は

コ

つ
に
止
ま
る
、
正
治
」
と
同
じ

く
・
大
学
の

「止
於
至
善
」
の
境
地

で
も
あ
り
、
「神
、
天
治
の
墨

」
で
も
あ
る
。
禮
壷

履

は
宇

覚
姦

と
同
じ

く
・
根
本
は
天
道

゜
天
理
を
自
覚
し
・

 そ
れ
を
倣
敷

.
履
行
す
る
、・
と
で
あ
る
。
東
洋
の
学
問
精
神
は
、
天
道
を
悟

り
地
徳
を
た
て
る
こ
と
で
あ
る
・
修
已
治
人

゜

天
人
合

一
で
あ
る
。
禮
と
学
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

∴

天
道

 

地
徳

人

知

 

行

∵

 

人
間
は
宇
宙
万
物

の
霊
長
で
あ
り
、
天
道
を
覚
悟
し
地
徳
を
た
て
る
認
識
と
実
践
の
主
体
で
あ
る
。

 

セッション皿 儒教部門

③

太
極
と
理

宋
代
の
性
理
学
者
は
、
天
を
更
に
理
化
し
た
。
朱
子
を
中
心
に
若
干
を
述
べ
る
。

「太
極
只
是

一
個
理
字
」

(語
類
)

「太
極
只
是
天
地
万
物
之
理
。
在
天
地
言
、
則
天
地
中
有
太
極
在
万
物
言
、

則
万
物
中
各
有
太
極
。
未
有
天
地
之
先
、
畢
寛
是
先
有
此
理
。」

(同
上
)

「
人
人
有

一
太
極
、
物
物
有

一
太
極
」
「事
事
物
物
、
皆
有
個
極
、
是
道
理
極
至
。」

「
総
天
地
万
物
之
理
。
便
是
太
極
。」

「
太
極
只
是
個
極
写
至
善
的
道
理
。」
(同
上
)

「
太
極
只
是
箇

一
而
無
対
者
。」

「
無
極
而
太
極
、
只
是
説
無
形
而
有
理
。」

(同
上
)

「理
也
者
、
形
而
上
之
道
也
、
生
物
之
本
也
。」

(答
黄
道
夫
書
)
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唯

一
無
二
、
至
高
無
上
の
天
を
理
、
道
、
太
極
と
見
た
。
『宋
明
道
学
』

の
著
者

・
孫
振
青
は
言
っ
た
。

「太
極
是
創
生
天
地
万
物
的
最
一ロ同
実
有
、
相
当
於
道
家
之
道
、
和
西
方
哲
学
中
之
上
帝
。」

(二
九
三
頁
)

以
上
の
よ
う
に
、
儒
教
で
は
創
造
主
で
あ
り
王
宰
者
で
あ
る

「天

・
上
帝
」
を
漸
次
に
道
理
化
し
た
。
す
な
わ
ち

「
唯

一

最
高
の
人
格
神

‖

天

.
上
帝

↓

天
道

↓

禮

・
理

↓

太
極
」
と
し
て
把
握
し
た
。
(詳
細
は
拙
著
論
文

『朱
子
の
本

体
論
と
理
気
説
』
参
照
)
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四

人
類
の
発
展
と
神
の
対
応

 

(1
)

人
間

の
認
識

と
神

の
実
在

自
然
科
学
の
法
則
は
目
に
見
え
な
い
が
機
能
す
る
。
学
ん
で
悟

っ
た
人
に
は
法
則
が
実
在
す
る
と
同
じ
く

宇
宙
万
物
に
機

能
す
る

一
元
的
実
体
で
あ
る
神
、
天
も
、
悟

っ
た
人
に
は
実
在
す
る
が
、
悟
ら
な
か
っ
た
人
あ
る
い
は
否
定
的
な
無
神
論
者
に

は
実
在
し
な
い
。
自
然
現
象
を
通
し
て
自
然
法
則
を
理
解
す
る
よ
う
に
、
宇
宙
天
地
万
物
の
生
成
変
化
を
通
し
て
神

・
天

・
天

道

.
天
理

.
太
極
を
悟

っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
わ
ざ
と
偏
狭
に

「無
い
」
と
片
意
地
を
は
ら
な
ぐ
て
も
よ
い
。
人

々

が
神
を
悪
用
し
た
た
め
に
、
〒

チ

ェ
は

「神
は
死
ん
だ
」
と
言

っ
た
。

〒

チ

ェ
の
肉
体
は
滅
し
だ
が
・
彼
の
哲
学
は
今
の

 わ
れ
わ
れ
に
機
能
し
生
き
て
い
る
。
神
は
無
形
で
あ
る
が
、
神
の
理
、
天
道
、
天
理
は
今
も
生
き
生
き
と
機
能
し
作
用
し
て
い

る
。
天
理

.
自
然
法
則
は
神
の

一
部
で
あ
る
。
ワ
ザ
と
神
が

「無
い
」
と
い
わ
ず
に
、
「
有
る
神
」
を
利
用
・
活
用
す
れ
ば

よ
い
。

そ
れ
が
人
間
の

「賢
明
さ
」
で
あ
る
。

神
は

「喜
び
を
得
る
た
め
に
」
対
象
と
し
て
宇
宙
天
地
、
万
物
を
創
造
し
た
。
神
の
創
造
は

一
回
限
り
で
終
わ

っ
た
の
で
は

な
い
。
継
続
的
な
創
造
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
時
の
流
れ
と
と
も
に
発
展
す
る
。
限
り
な
き
創
造
、
即
発
展
で
あ
る
。

神
は

「愛
の
神
」
で
あ
る
。
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
対
象
を
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
父
母
は
子
供
を
愛
す

る
が
ゆ
え
に
苦
行
修
学
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
子
供
が
創
造
的

・
発
展
的
な
人
格
者
に
成
熟
し
た
と
き
、
父
母
は

「喜
び
を
得
る
」
。

神
も
同
様
で
あ
り
、神
の
子
女
で
あ
る
人
間

・
人
類
が
天
道

・
天
理
に
従

っ
て
限
り
な
く
創
造
的
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
を
望
み
、

そ
れ
を
見
と
ど
け
て
喜
ぶ
の
で
あ
る

(現
実
、
現
世
は
そ
の
反
対
)
。

神
の
実
在
を
認
識
し
、
天
道
、
天
理
に
従

っ
て
行
動
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
人
間
人
類
が
主
体
と
な

っ
て
天
地

・
世
界
を
創

造
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
神
は
最
高
善

の
権
化
で
あ
る
。
天
道
は
光
明
正
大
、
公
平
無
私
、
永
久
不
変
の
真
理
で
あ

る
。
大
我
に
生
き
る
大
人
と
し
て

「天
地
万
物
と

一
体
と
な
り
」
、
宇
宙

(空
間

・
時
間
)
的
に
創
造

・
発
展
を
成
就
す
る
こ

と
で
あ
る
。

セッション皿 儒教部門

(2
)
人
類
の
成
長
発
展
と
神
の
対
応

 

神
は

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
不
変
で
あ
る
。
し
か
し
神
は
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
環
境
を
異
に
す
る
。
同
じ
父
母
が
成
長

過
程
に
従

っ
て
子
供
に
対
応
す
る
仕
方
が
異
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
赤
児
↓
幼
児
↓
少
年
↓
青
年
↓
成
人
の
過
程
に
よ

っ

て
父
母
の
対
応
の
位
相
が
変
わ
る
よ
う
に
、
神
の
愛
と
恩
恵
も
人
間

・
人
類
の
成
長
発
展
過
程
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
き
た
。
(人

間
の
側
か
ら
は
、
時
代

・
歴
史

・
文
化
の
発
展
に
つ
れ
て
新
し
い
格
の
高
い
神
を
認
識
す
る
と
も

い
え
る
。)
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歴

史

的

董

と

し

て
、

人

類

は

、璽
的

に

も

質

的

に

も

震

・
向

上

し

て
き

た

({・ホ
教

的

に

は

・
復

帰

し

て
き

た
)

が

・

そ

れ

は
社
会
集
団
生
活
の
面
で
大
体
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

原
始
人
の
無
自
覚
的
分
散
生
活
↓
有
自
覚
的
群
集
生
活
↓
家
族

↓
氏
族
ー

↓
部
族
↓
種
族
↓
民
族
↓
単

一
民
族
国
家
↓
多
数
民
族
国
家
1

↓
地
域
共
同
体

(あ
る
い
は
、
超
地
域
的
宗
教

・
文
化

・
理
念
的
共
同
意
識
体
)

↓
両
大
陣
営

(有
神
論
、
自
由
、
民
主
↑
・無
神
論
、
唯
物
、
共
産
)
ー

↓

一
つ
の
大
同
世
界

68

。
の
、
、つ
な
人
薯

会

の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
人
類
は
ど
の

・
う
に
神
を
認
識
し
て
き
た
か
・
す
な
わ
ち
票

ど
の
よ
う

 に
人
類
に
対
応
し
て
き
た
か
を
み
れ
ば
、
大
体
次
の
如
く
で
あ
る
。

 

①

自
然
万
物
に
対
す
る
多
神
教
的
崇
拝

 

自
然
万
物
や
現
象
が
す
べ
て
恐
怖
と
因
憲

の
対
象
で
あ

・
た
.

・
・
リ
で
ハ
ダ
・
で
投
げ
だ
さ
れ
た
原
始
人
は
・
庶
物
に

神
を
感
じ
伏
し
た
。
漸
次
万
物
神

の
間
に
等
級
が
生
じ
た
。
日

肩

皇

と
名
山

夫

川
が
格
上
さ
れ
た
・

②

祖
先
神
に
対
す
る
信
仰

自
我
土.議

と
失

叩
相
続
、
並
び
に
同
族

.
同
類
音
議

を
も
と
に
し
て
、
根
本
で
あ
・
祖
先
神
を
発

見
し
信
仰
す
る
こ
と
に

 よ

っ
て
、

縦

・
横

の

一
体

観

を

固

め

た

。

 

「

セ ッシ ョンm儒 教部門

③

氏

族

と

部

族

の

共

同

・
最

高

善

神

「
私

と

わ

れ

わ

れ

が

一
つ
で

あ

る

」

と

い
う

同

類

意

識

が

縦

・
横

に

拡

大

さ

れ

る

と

、

氏

族

社

会

・
部

族

社

会

に

お

け

る

共

同

神

・
最

高

善

の
頂

点

と

し

て

氏

族

神

、

あ

る

い
は

部

族

神

が

現

れ

る
。

先

祖

神

が

部

族

神

に

統

合

さ

れ

る

過

程

は

左

図

の
よ

う

で

あ

る

。

武

力

・
覇

道

に
よ

る
征

服

統

合

に

お

い

て

は
、

[
a

・
b
]

で

な
く

[
a

・
c
]

[
b

・
c
]

に

な

る

。

し

か

し

被

征

服

者

が
完

全

に

「
0

」

に

な

る

こ
と

は

ほ

と

ん

ど

な

い
。

米

国

に

お

け

る

イ

ン
デ

ア

ン

、

中

国

に

お

け

る

満

族

等

は

「
0
」

に

近

い

が
、
完

全

零

で

は

な

い
。

歴
史

、
文

化

、
意

識

の

「
神

」

と
し
て
残
存
し
て
い
る
。
共
同
善
の
頂
点
で
あ
る
総
合
神
は
、

そ
の
部
族
に
対
す
る
絶
対
権
威
者
で
あ
る
。
順
従
者
に
は
恩

恵
を
下
賜
す
る
が
、
不
順
者
に
は
災
罰
を
与
え
る
。

一
方
、
時
代
と
地
域
に
つ
れ
て
多
く
の
部
族
が
興
亡
盛
衰

す
る
。
従

っ
て
部
族
神

の
対
立
、
抗
争
も
激
化
す
る
。
宗
教

戦
争
が
も

っ
と
も
酷
く
、
い
さ
さ
か
の
妥
協
と
譲
歩
も
な

い

理
由
が
分
か
る
。

(旧
約
聖
書

の
エ
ホ
バ
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の

神
で
あ

っ
た
。)

△
圃

六

 

部

族

神

輪 ◎
v

　 ノ ロ ノ エ

　 ゾ ベ ゾ ベ

祖国 回 回 国
裡
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④

民
族
、
国
家
の
統
合
と
建
国
神

部
族
、
種
族
の
拡
大
集
団
化
し
た
民
族
が
国
家
社
会
を
構
成
す
る
に
つ
れ
て
、
す
べ
て
の
統
合
神
と
し
て
建
国
神
が
生
ま

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

一
つ
の
頂
点
、
共
同
か
つ
最
高
の
善
神
で
あ
る
。
そ
の
建
国
神
は
、
民
族
と
国
家
を
永
久
に
限
り
な
く

(時
間
的
、
空
間
的
)
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
絶
対
神
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
価
値
的
絶
対
に
帰

一
す
る
宗
教
信
仰
と
現
在

・

現
世
的
に

「
よ
く
生
き
る
」
政
治
と
は

「
一
つ
」

で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
政
教

「
致
で
あ

っ
た
。
(現
今

の
世
界
は
皆
、
政

治
と
宗
教
を
分
離
し
て
い
る
。
政
治
は
人
為
、
恣
意
的
に
流
れ
す
ぎ
、
宗
教
が
迷
信
、
盲
信
化
し
す
ぎ
た
た

め
で
あ
る
。
し

か
も
す
べ
て
の
国
の
政
治
理
念
が
各

々
相
違
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は

「
一
つ
の
大
同
世
界
」
は
期
待
で
き
な

い
。
)

乃

 

(3
)
統
合

し
向
上
す

る
神

 

神
は

「
一
つ
」
で
あ
る
。
時
と
所
に
よ
っ
て

「表
れ
方
」
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
万
物
の
霊
長
で
あ
る
人
間
の
う
ち
に
は
、

皆
神
が
宿

っ
て
い
る
。
し
か
し

「表
れ
方
」
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
環
境
や
学
習
に
よ
っ
て
神

に
対
す
る
認
識

の
仕
方
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
(無
神
論
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
天
や
天
道
を
超
え

て
生
ま
れ
そ
し
て
死
ぬ
わ

け
で
は
な
い
。)

「太
極
」
は
微
物
の
中
に
も
、
宇
宙
総
体
に
も
宿

っ
て
い
る
。
平
面
的
空
間

の
中
心
点
は
、
時
間
の
流
行
と
と
も
に
頂
点
と

し
て
上
昇
す
る
。
そ
し
て
底
面
の
広
さ
に
よ
っ
て
頂
点
と
高
さ
も
違

っ
て
く
る
。

人
類
の
歴
史
と
文
化
は
、
地
域
的
広
さ
、
数
的
量
、
質
的
高
さ
に
お
い
て
も
発
展

・
上
昇
し
て
き
た
し
、
ま

た
将
来
も
限
り

な
く
発
展

・
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
空
間
と
時
間

(宇

・
宙
)
を
統
合
し
た
神

の
位

・
相
も
違

っ
て
き
た
し
、
ま
た

将
来
も
さ
ら
に
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
い
。
左
の
如
く

図
示
で
き
る
。
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五

結
語

 

ア
ジ
ア
共
同
体
、
さ
ら
に
世
界
大
同
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
つ
人
々
が

「
一
つ
の
帰
着
点
で
あ
る
神
」
を
中
心
に
復
帰

す
べ
き
で
あ
る
。
人
間
は
本
性
善
を
持

っ
て
い
る
。
誰
で
も
創
造
本
来
の
善
性
に
復
帰
で
き
る
。
こ
れ
は
宗
教
的
信
仰
と
学
習

教
育
如
何
に
よ
る
。
無
神
論
、
唯
物
主
義
、
利
己
主
義
は
短
見
で
あ
る
。
大
我
、
大
人
の
立
場
で

「
私
は
わ
れ
わ
れ
、
ひ
い
て

は
天
地
万
物
と

一
体
に
な
り
」
、
時
間
と
空
間
を
超
え
て
永
遠
に
無
限
大
に
創
造
的
発
展
を
成
就
す
る
天

・
天
道
に
帰
依
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宇
宙
の
大
き
さ
、
永
遠

の
長
さ
に
比
べ
れ
ば
、
「
一
個
の
私
」
は
瞬
間
的
な
微
物
で
あ
る
。
過
去
数
百
万
年
の
間
に
人
類
の

歴
史
に
浮
沈
し
た
す
べ
て
の

コ

個
人
」
も
、
皆
瞬
間
的
な
微
物
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
瞬
間
的
な
微
物
の
成
就
の
集
積

に
よ

っ
て
、
今
日
の
人
類
文
化
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
将
来
も
、
今
の

=

個
の
私
」

の
成
就

に
よ

っ
て
、
も

っ
と
創
造
的
発
展
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
神

(天
)
の
創
造

・
発
展
に
同
参
す
る
た
め
に
、
私
は
生
ま
れ
生
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
利
己
的
悪
徳
は
人
類
の
創
造
的
発
展
、
全
体
の
正
し
き
流
れ

へ
の
反
逆
で
あ
る
。
天
や
天
道

へ
の
逆
い
で

あ
る
。
反
逆
者
は
後
孫
に
悲
し
い
悪
い
記
憶
を
残
す
だ
け
で
あ
る
。
人
間
は
必
ず
死
ぬ
。
反
逆
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
悪
徳
で

か
せ
い
だ
財
貨
を
数
百
年
間
持
ち
続
け
亨
楽
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
が
天
命
だ
。

さ
て
今
日
、
世
界
人
類
は
神

の
摂
理
、
天
理
に
従

っ
て

コ

つ
に
」
な
り

つ
つ
あ
る
。
科
学
文
明
、
経
済
文
明
は
も
う
国
境

が
な
い
。
外
形
的
文
明
生
活
に
お
い
て
は
、
世
界
の
人
々
は
同
様
化
し
て
い
る
。
し
か
し
内
面
的
、
精
神
的
、
思
想
的
、
心
理

的
に
は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
そ
の
根
本
は
、
心

の
内
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
利
己
主
義
的
私
利
私
欲
で
あ
る
。
こ
の
心
の
問
題
、

堕
落
性
の
問
題
は
、
宗
教
的
次
元
の
教
育
、
修
養
、
信
仰
生
活
で
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
も
と

か
ら

一
つ
で
あ

っ

た
。
そ
れ
を
人
々
が
異
な
っ
た
よ
う
に
と
ら
え
、
違

っ
た
言
葉
で
述
べ
た
の
で
あ
る
。
故
に
も
と
の

一
つ
の
神
に
復
帰
す
べ
き

で
あ
る
。

し
か
し
現
状
は
、
利
己
主
義
に
よ
っ
て
宗
教
ま
で
が
分
裂

・
対
立
し
て
お
り
、
狭

い
枠
内
で
執
着
し
て
い
る
。
ま
ず
宗
教
統

、
そ
れ
か
ら

コ

つ
の
世
界
、
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
構
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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